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1 はじめに
本研究の目的は，ソーシャルメディアのタイ

ムラインから取得した文章に対し，大規模言語
モデルを用いていわゆる「クソリプ」を自動生
成する機構を実現することで，議論の主論に沿
わない発言等が行われることを抑制することで
ある．具体的には，大規模言語モデルを用いる
ことで，ソーシャルメディアから取得した投稿
内容や会話での主張やそこで想定される主題か
ら逸脱した形での批判や指摘を自動生成可能と
する機構を試作し，それをソーシャルメディア
のユーザインタフェース上で提示可能とするこ
とで，主題に沿った対話や議論を促進する試み
について述べる．

SNS は簡単に相手への返信が可能だが， 同
時に返信の容易さゆえに，自分の発言を吟味し
づらくなっていると考えられる．その結果とし
て， 吟味が少ない結果の発言を起因とする問
題が起こってしまう．本研究では，SNSの返信
画面にクソリプを自動的に生成することで，返
信に対しての吟味の余地を与え，相手の文章の
主論に対応していない批判や指摘を行ってしま
ういわゆるクソリプというものを減少させるこ
とを目指す．
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2 本研究のアプローチ
ファインチューニングを行う前段階でも可

能なアプローチを検討した結果として，文献
[2] などで用いられる FewShotLearning を行う
ことで，少数の例の提示のみからの目的の内容
の量で生成を行うことを試みた．サイバーエー
ジェント社の軽量なモデルである open-calm-1b

を用いた．Few Shot として提示する例示には
chatGPT に出力させたものから抜粋したもの
が 10 件，Claude.ai に出力させたものが 20 件
の合計 30件を用いた．その結果，たとえば図
1のような出力が行われた．

図 1 open-calm-1bによる出力の例

入力したものと出力させたものに脈略はある
もののの，否定的な文章を出力していることか
ら攻撃性という面で少しクソリプさを感じる内
容であると，著者の主観では感じられた. ただ
し，図 2のように chatGPTに評価させた結果，
否定的でではあるものの，攻撃性が低いという
評価であった．
今回，試作している機構で実装を進めている

ユーザインタフェースの例を，図 3に示す．返
信をする際の返信モーダルダイアログにおい
て，返信元の主論に従わない批判や指摘を行う

Copyright     2024 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-135

6N-05

情報処理学会第86回全国大会



図 2 chatGPTによる評価

事を想定している．本研究では，あくまでも批
判や指摘を生成することで批判や指摘を行わ
せないことが目的であるため，警告画面を表示
し，その中に例として FewShot により生成で
きる文章が生成されている．返信ダイアログに
は上から返信元の文章，警告画面と例示された
クソリプ，実際の文字を打ち込むウィンドウの
ようになっており，返信元の文章を読んだユー
ザーが実際の文章を打ち込む際の視線移動に入
るよう配慮されている．

図 3 試作機構のユーザインタフェースの例

3 おわりに
本研究では，主論ではない批判や指摘を行

うモデルを大規模言語モデルにより構築し，
mastodon のカスタマイズを行うことで，SNS

での返信時に自動的に批判や反論を生成しする
機構を試作した．これにより批判や反論を生み
出す際の悪意を表示可能とすることから，批判
を抑制することに繋がることが期待される．
また，本研究における特徴的な点は的確な返

答ではなくあえて適切度の低い返答（本稿では
これを便宜的にクソリプと呼ぶ）を生成し，そ
れを用いて SNS での誤った言動を予防するこ

とを狙っている点である．
本研究を進める上で，次のような課題が考え

られる．その課題の主要なものには，主論を特
定する方法ががすでに与えられていると仮定と
していること，掲示されたクソリプを見ること
でどの程度のクソリプ予防になるかということ
を直接的に検討課題としていないという点であ
る．また，ファインチューニングを行うと仮定
した場合にどのようにしてそのための学習デー
タを用意するのかという点を明確にする必要が
ある．さらに，そのファインチューニングを行
うために必要な評価尺度を明確にする必要性が
ある．現在，様々な種類の LLMモデルが発表
されているが，それらにファインチューニング
を行った場合，大量の学習データが必要とされ
ることが考えられる．ため，そのためのデータ
収集の方法を明確にする必要がある．
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